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(ただし x2…｡/C, y∝ 誓 辻 )
C2
となる｡ yが有限である限り〟-0 でこの不等式は成立 しなくなり,臨界飯域に入る｡
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徳永正晴
双極子 一 双極子相互作用の場合は,いわゆる反電場効果のために, α(q)のうちで
qが分極 と平行になる成分は押えられるO その結果,強誘電体ではGinzburgCriterion












低 次 元 超 流 体
講師 東大物性研 中 嶋 貞 雄
均質な固体 (グラフォイル等 )表面に 4Heを敗者していくと,第一層目は吸着固体か
らの強いファン･デル ･ワールス力により高密度までつめ込むことが可能で,4Heは2





れと類似の (有限温度の )低次元系では存在 しないことがBogoliubovの不等式を用いて
証明されている｡ (超流動にっいてはHohenberg｡)
講義はこれらの事実に基づき,4He薄膜 (2次元 Bose粒子系 )の超流動性･さらに
2次元系での相転移の可能性について,最近の理論的研究が船介された｡実験事実の分
析的解説,その理論,一般的観点への拡張といった順序で講義は進められた｡ その中に
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